
、 栄 

小 

ノ、 

年 

中 

谷 

美 

樹 

' 

① 	 （昭和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 
	

1部 9円 	 〔毎月 2回・ 1日・15日発行〕 

広報 ‘、、 

ご（よD’、わク 

発 行 所 

五所川原市役所 

452号 

昭和54年8 月 1日 

印 刷 西 北 印 刷 

	

市 の 人 口 
	

男 25,538人 
	

世 帯 数 	14,428 

	

52,668I 
	

女 27,130人 
	

（昭和54年 7月I日現在）住民基本台帳から 
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ひ
ね
り
方
 

し
だ
い
（
か
 J

 

蛇
口
か
ら
出
る
水
の
量
は
、
 

一
分
間
に
、
ち
ょ

っ
と
ひ
ね
っ
 

て
（
三
分
の

一
）
約
五
リ
ッ
ト

ル
、
い
っ
ぱ

い
ひ
ね
る
と
約
一
一

十
五
リ
ツ
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。
 

そ
の
差
二
十
リ
ッ
ト
ル
 

の

節
水
は
、
あ
な
た
の
使
い
方
し

だ
い
で
す
。
炊
事
な
ど
流
し
つ

ぱ
な
し
で
使
う
と
き
は
、
蛇
口

の
ひ
ね
り
具
合
を
調
節
し
ま
し

よ
・
つ
。
 

た
め
す
す
ぎの

す
す
め
 

洗 たく 

節

水
の
工

夫
 

/

I

ー
 

ー
  、
 

、
 

節約は 日本の課題 ＋
小
 

一
 

我が家の課題 

バ
ケ
ツ
洗
い
が

お
得
 

 

   

十
リ
ッ
ト
ル
の
バ
ケ
ツ
な
ら

五
杯
も
あ
れ
ば
十
分
で
す
が
、
 

蛇
口
を
半
分
ひ
ね
っ
て
十
五
分

間
流
し
っ
ぱ
な
し
で
洗
っ
た
と

し
ま
す
と
、
約
二
百
リ
ッ
ト
ル

の
水
が
必
要
で
す
。
 

一
週
間
に

一
度
、
月
四
回
洗

車
す
る
と
し
て
、
バ
ケ
ツ
【
洗
い

の
場
合
、
ホ
ー
ス
洗
い
に
比

べ

て
約
六
百
リ
ッ
ト
ル
の
節
水
に

な
り
ま
す
。
 

家
庭
で
使
う
水
の
中
で
、
 一

番
多

い
の
は
洗
た
く
用
で
す
。
 

洗
た
く
も
す
す
ぎ
方
し
だ
い
で

水
の
使
用
量
が
ず

い
ぶ
ん
違
っ

て
き
ま
す
の
で
、

工
夫
し
て
み

ま
し
ょ

・フ
。
 

す
す
ぎ
の
時
間
や
回
数
に
も

よ
り
ま
す
が
、

お
お
よ
そ
、
流

し
っ
ぱ
な
し
の
す
す
ぎ
に
比
べ

て
、
水
を
た
め
て

の
“
た
め
す

す
ぎ
《
の
方
が
、
水
の
使
用
量

は
半
分
で
す
み
ま
す
。
 

八
月
一
日
は
 
「
水
の
日
」
。
こ
の
日
か
ら

一
週
間
は
 「
水
の
週
間
」
 

で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
水
使

用
量
は
、
生
活
用
水
、

工
業
用
水
を
中
心
に

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
増
大
す
る
水
需
要
を
ま
か
な
う
た

め
に
は
、
今
後
と
も
、
ダ
ム
に
よ
る
水
資
源
の

開
発
を
進
め
て

い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
大

き
な
影
響
を
受
け
る
水
没
地
域
ゃ
そ
の
周
辺
の
人

々
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
同
時
に
、
ダ
ム
の
“
恩
恵
）
を
受
け
る
下
流
の
人

々
の
、
上
流
の
水
源
地
域
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
必
要
で
し
ょ
う
。
 

多
く
の
人
々
の
力
、
多
額
の
資
金
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
 

「水
の
使
用
量
は
、

文
明
の

尺
度
」
と
い
わ
れ

た
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
 

生
活
水
準
が
向
上
し
、
産
業

が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
、
水

の
使
用
量
も
ぐ
ん
ぐ
ん
増
え
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

い
わ

れ
た
の
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
今
で
は
、
こ
の
“
文

明
の
尺
度
）
も
通
用
し
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
 と
い
う
の

も
、
も
は
や
水
は
 
「い
く
ら
で
 
 

た
水
。
わ
た

し
た
ち
の
暮

ら
し
に

一
日

た
り
と
も
欠

か
せ
な
い
水
。
 

ー
夫

切
に

使
い
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

も
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
好
き
な

だ
け
使
え
る
も
の
」
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
 

お
金
な
ど
の
浪
費
を
た
と
え

て
“
湯
水
の
よ
う
に
使
う
ク
と

い
い
ま
す
。
 こ
の
た
と
え
は
、
 

水
が
無
尽
蔵
に
あ
っ
た
時
代
に

は
で
き
た
の
で
し
ょ
う
が
、

い

ま
で
は
“
死
語
《
同
然
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し

よ
・
フ
。
 

こ
れ
か
ら
は
 
「水
を
ど
の
よ
 
 

う
に
工
夫

し
て
大
切
に
使
っ
て

い
る
か
」
 
が
、新
し
い
“
文
明

の
尺
度
《
と
な
る
時
代
で
す
。
 

昔
か
ら
、
豊
富
な
水
に
恵
ま

れ
て
き
た
わ
た
し
た
ち
日
本
人

は
、
水
を
ム
ダ
な
く
上
手
に
使

う
節
水
の
知
恵
 
工
夫

を
、
 

や
や
も
す
る
と
息
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
れ
か
ら
は
 
「水
は
限
り
あ

る
貴
重
な
資
源
」
 
と
い
う考
え

方
に
立
っ
て
、
い
ま
一
度
、
水

の
使
い
方
を
工
夫
し
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
 

暮らしの源 

       

 

8月1日（水の日）~7日

水の週間~~ 

         

          

          

          

          

           

           

【
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地
元
産
品
を
あ
つ
め
て
 

第
三
回
西
北
五
物
産
観
光
展
 

ロ
と
 
き
 
八
月
十
四
日
ー
十
六
日
 
午
前
九

時

か
ら
午
後
五
時
半
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
柏
原
町
丸
キ
デ
パ
ー
ト
 

ロ
即
売
品
 
銘
菓

・
海
産
物
・
山
菜

・
食
品
・
地
 

酒

‘
民
工
芸
品
な
ど
 

ロ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
津
軽
民
謡
（
午
前
十
一
時
 

・

午
後
二
時

の
二
回
）
 

ロ
実
 
演
 
津
軽

ヒ
バ
表
札
の
名
入
れ
 

ロ
試
食
会
 
津
軽

ワ
イ
ン
 

主
催
・
西
北
五
物
産
観
光

展
運
営
協
議
会
 

（
各
市
町
村
加
盟
）
 

“
夏
の
水
死
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
）
 

毎
年
、
夏
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
水
死
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
は
、
七
月
、
八
月
の
ニ
カ
月
間
で
三
十
二
人
（
う
ち
、
中
学
生
 

以
下
の
子
供
十
七
人
）
が水
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
水

の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
 

次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。
 

⑥
水
死
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
 

1
幼
児
か
ら

目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

2
保
護
者
は
、

子
供
の
遊
び

の
内
容
、

場
所
 

を
よ
く
知
り
、

適
切
な
指
導
を

し
て
下
さ

い
。
 

3
水
泳
、

ボ
ー
ト
遊
び
、
魚
釣
り
に
は
、
 

絶
対
子
供
を

一
人
で
行
か

せ
な
い
で

下
さ
い
。
 

4
水
泳
を

す
る
前
に
は
、
必
ず
 

十
分
な

準
備
運
動
を

さ
せ
て
 

下
さ

い
。
 

5
体
具
合

の
悪
い
と
き
は
 

泳
が

せ
な
い
で

下
さ
い
。
 

6
家
の
周
り

の
危
険
な
池
や
 

用
水
堰
に

は
、
柵
を
作
り
、
 

バ
ラ
線
を
張
る
よ

う
に
し

て
下
さ
い
。
 

危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
た
り
、
泳
い
で
い
る
 

子
供
を
見
か
け
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
 

『危
な
い
よ
』
と
、
 

ひ
と
声
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

青
森
県

警
察
本
部

五
所

川
原
警
察

署
 

市
制
施
行
2
5周

年
記
念
  

で
 
ロ申

込
み
 
往
復
は
が
き
 

ロ
と
き
 
八

月
二
十
六
日
 

ロ
ゲ
ス
ト
 
角
川
博
、

研
 
ロ

申
込
み
先
 
青
森
市
栄
 

（日
）
 
開
場
午
前
十

一
時
、
 

 

ナ
オ

コ
 

町

一
ー
一
〇
ー
一
三
（
郵
便
 

開
演
午
後
零

時

十
五
分
 

ロ
と
こ
ろ

市
民
体
育
館
 

N
H
K

の
ど
自
慢
 

番
号
〇
三
〇
）
、
 

N
H
K
青
森
放
 

送
局
N
H
K
の
 

観
覧
希
望
 
ど

自
慢
係
（
●
〇

一
七
七
⑩

ロ
締
切
り
 
八
月
十

一
日
 

〇

一
一
一
番
）
へ
 



▽
カ
セ
ン
ソ
ウ
（
キ
ク
科
）
。
 

日
あ
た
り
の
よ
い
原
野
な
ど

に
生
え
る
多
年
草
で
す
。
 

高
さ
七
十
セ
ン
チ
ば
か
り

で
直
立
し
、
先
に
ヒ
マ
ワ
リ
を

小
さ
く
し
た
感
じ
の
美
し
い

黄
花
を

つ
け
ま
す
。
 

花
の
姿
が
と
て
も
美
し
い

と
こ
ろ
か
ら
“
歌
仙
草
〈
と
 

（
八
月
上
旬
ー

八
月
中

旬
）
 

い
う
和
名
が

つ
き
ま
し
た
。
 

▽
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ

（
キ
ク

科
）
。山
の
道
端
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
す
。
和
名
は
“
鋸

切
り
草
〈
で
、
そ
の
葉
が
ノ

コ
切
り
の
歯
の
よ
う
に
切
れ

こ
み
が
あ
る
と
こ
ろ
に
由
来

し
た
も
の
で
す
。
花
の
色
は

白
と
ピ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

（
ユ
リ

科
）
。津
軽
で
は
“
カ
ン
ナ
）
、
 

“
ケ
ン
ゾ
）
と
呼
ん
で

い
て
、
 

若
芽
を
食
用
に
し
て
い
ま
す
。
 

田
の
あ
ぜ
、
道
端
の
薮
の

中
に
ダ
イ
ダ
イ
色
の
花
を
つ

け
目
立
っ
て
い
ま
す
。
和
名

は
“
薮
カ
ヤ
草

）
で
ヤ
ブ
に

生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
由
来

し
ま
す
。
背
丈
ー
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
の
多
年
草
で
す
。
 

（津
軽
 

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
）
 

野
草
の
花
だ
よ
り
 

つ
一
 

らに増額されることになりました。 

2 戦没者の死亡当時に配偶者力明召和21年 2月1日か

ら昭和27年 4月29日までの間に再婚し、昭和28年 

7月31日までに再婚を解消している方で、昭和42 

年以後の遺族援護法で戦没者の遺族となった場合

は、遺族年金または遺族給与金が支給されること

になりました。 

3 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金が次により新

たに支給されることになりました。支給額は12万 

『特別弔慰金など改善』 

戦傷病者、戦没者遺族に対し 

このたび戦傷病者や戦没者遺族等援護法・特別弔慰

金支給法などが次のとおり一部改正になりました。 

1 障害年金、遺族年金及び遺族給与金の額力明召和54 

年 4 月から3.96ノぐーセント増額され、 6月からさ 

円で国債で支給されます。 

(1昭和50年 4 月 1日から昭和54年 3月31日までの間

に公務扶助料、遺族年金等の受給権を死亡などで

失権した場合。 

(2）戦没者が旧陸海軍部内の判任文官等で、文官の公

務扶助料を受給していた者がいなくなった方。 

4 昭和48年 4 月 2日から昭和54年 4月1日までの間

に戦傷病者の妻となった方に、特別給付金（ 5万

円または 2万 5千円）が支給されることになりま

した。 

以上は、改正された主な事項ですが、詳しいことは、 

市・市民課（費⑤ 2 1 11番・内線275番）または

県障害福祉課へお問い合わせ下さい。 

八
月
は
福
祉
年
金

の
受
給
者

が
、
年
金
証
書
を

市
に
提
出
す
 

る
月
で

す
。
 

福
祉
 

年
金
は
、
 

一
定
の
額
以
上
の
所
得
が
あ
っ

た
り
、
ほ
か
の
年
金
を
受
け
て

い
た
り
す
る
と
支
給
を
停
止
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
調
査
の
た
め
毎
年
一
回
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
葛
西
専
造
会

長
）
で
は
、
恵
ま
れ

な
い
人
々
に
愛
の
手

を
差
し
の
べ
よ
う
と
、
 

七
月
一
日
か
ら
 
「一
 

証
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
あ

わ
せ
て
ほ
か
に
恩
給
や
年
金
を
 

受
け
て
い
る
方
は
申

し
出
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
 

向
こ
う
一
年
間
の
福
祉
年
金
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
 
 

円
玉
献
金
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
 

一
般
の
方
も
ご
協

力
下
さ
い
。
 

「
一
円
玉
献
金
運

動
」
 
は
、単
位
老
人

ク
ラ
ブ
ご
と
に
実
施
、
 

各
ク
ラ
ブ
班
長
を
通

し
会
長
が
と
り
ま
と

め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

運
動
は
、
九
月
三

十
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
 

な
お
、
運
動
に
つ

い
て
の
お
問

い
合
わ

せ
は
、
市
福
祉
事
務

所
福
祉
係
（
云
⑤
一
一

一
一
一
番

・
内
線
一
一

一
〇
番
）
へ
 

と
っ
た

ら
、
直

ち
に
証

書
を
市
 

社
会
課
国
民
年
金
係
か
各
支
所

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
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提
出
を
お

忘
れ
な
く
 

恵まれない人々に愛の手を

皇警各 1円玉献金運動 り
ま
す
。
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
 

十
二
月
支
給
分
の
福
祉
年
金
が
 

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

八
月
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
 

福
祉
年
金
（
国
民年
金
）
証
書
 



、
 

,
 

驚三・m=m・こ二違 

発
刊
書
を
ご
希
望
の
方
へ
 

8
月
3
1日
（
第
一期
分
）
です
 

市
で
は
、
五
十
四
年
度
の
成

人
式
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和

三
十
四
年
に
生
ま
れ
た
方
で
す

の
で
、
該
当
す
る
方
は
ぜ
ひ
出

席
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
九
日
（
日）
 

午
後
一
時
か
ら
 

市
、
五
所
川
原
市
民
保
健
協

議
会
及
び
北
五
医
師
会
で
は
、
 

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
次
の
日
程
で
「
移
動
健
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

該
当
す
る
方
に
通
知
状
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
通
知

も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
丑

④
三
一
九
二
番
）
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
 

康
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

多
数
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

地
区
別
の
日
程
は
左
記
の
と
 

市
教
育
委
員
会
発
刊
書
の
残

部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

申
し
込
み
順
で
す
。
 

「
五
所
川
原
市
史
年
表
」
（
一
一

百
五
十
部
）
ロ
価
格
 
千
二
百

円

（
郵
送料
六
百
円
）
 

「
五
所
川
原
市
の
民
家
」
（
百
 

お
り
で
す
。
 

当
日
は
、
健
康
相
談
及
び
血
 

圧
測
定
も
行
い
ま
す
。
 

部
 
口
価
格
 
千
五
百
円

（
郵

送
料
三
百
円
）
 

ロ
申
込
み
先
 

五
所
川
原
市
岩
木
町
一
二
（
郵
 

便
番
号
〇
三
七
）
、
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課

（
。④
三
一

九
二
番
）
 

三
橋
さ
ん
が
 

古
文
書
を
寄
贈
 

湊
・
千
鳥
の
三
橋
敬
蔵
さ
ん
 

は
こ
の
ほ
ど
、
歴
史
研
究
資
料
 

と
し
て
貴
重
な
知
行
帳
な
ど
の
 

古
文
書
八
点
を
市
立
郷
土
館
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
 

成
人
式
は
十
九
日
で
す
 

昭
和
三
十

四
年
生
ま
れ
が

対
象
 

月日 
曜
日
 

地 区 名 フ一 	ー 	マ 場 	所 時間 

8.9 木
  

藻 高血圧はこわくない 藻川公民館 
推
 
時
  

.8.17 金
  

みどり町 
赤ちゃんの 

発熱とひきっけ 

コミュニテイ

センター栄 

推
叫
  

8.27 ロ
H
  

長 	橋 
腰痛及び 

神経痛にっいて 
長橋支所 

推
叫
 

 

8.30 木
  

松 	島 胃腸疾患にっいて 松島支所 驚
  

9.4 火
  

新宮団地 
赤ちゃんの発疹 

（伝染性のもの） 

新宮団地 

森の家 

推
叫
 

 

10.8 月
  

飯 	詰 勝 臓 の 病 気 飯詰支所 

、 

推
叫
 

 

11:7 木
  

川 	山 胃腸疾患にっいて 中川支所 
推
叫
 

 

11.12 月
  

毘沙門 高血圧を防ぐには 
毘沙門 

小学校 臨
  

個
人

事
業
税

の
納
期
限

は
、
 

納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組
合
を
通
じ
て

納
め
て
下
さ
い
。
 

広報こしょがわら 	 昭和54年（1979年）8 月I日（452号） ⑤ （第 3種郵便物認可） 

「移動健康教室」を開催 

	 血圧測定も行います 

下
痢
で
お
困
ま
り
の
方
へ
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五

次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 
階
ホ
ー
ル
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「
下
 
主

催
 
北
五
医
師
会
・
五

痢
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会

ロ
と
き
 
八
月
二
十
四
日
 



せ
ま
い
道
 
大
き
く
広
げ
る
 

原
動
機
付
き
自
転
車
 

死
亡
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
 

全
身
で
風
を
切
っ
て
走
る
ー
 

こ
の
快
適
さ
は
バ
イ
ク
な
ら
で
 

は
の
も
の
で
す
。
 

な
か
で
も
、
5
0c
c
以
下
の
 

原
動
機
付
き
自
転
車
の
人

気
は
高
く
、
保
有
台
数
も

全
国
で
約
七
百
万
台
と
全

バ
イ
ク
の
七
割
以
上
を
占

め
、
最
近
で
は
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
の
増
加
が

目
立
ち

ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
 

“
バ
イ
ク
人
気
）
と
と
も

に
増
え
て
い
る
の
が
交
通
 

広報ごしょがわら 昭和54年（1979年） 8月I日（452号）⑥ （第 3 種郵便物認可） 

交通災害共済加入の 

おすすめ 

交通災害共済加入については、市広報及び

回覧板、各町内会長さんを通じ加入くださる

ようお願いしておりましたが、 6 月末現在で

小・中学校の生徒加入者が 6,390人、一般加

入の方が 7,550人で加入率28％と県内各市町

村に比べ下位の加入率です。 

交通災害共済は、 1年の会費350円で、加入

の日から明年 3 月31日まで共済期間がありま

す。 

交通災害共済は、万一交通事故で死亡した

場合70万円の弔慰金が支払われます。 

治療日数10日未満でも見舞金が支払いされ

る制度になっております。 

お申し込みは、市社会課及び各支所で受け

付しております。 

市
内
栄
町
に
建
設
し
て
い
た

県
の
合
同
庁
舎
が
完
成
し
、
各

出
先
機
関
の
引
っ
越
し
も
終
わ

っ
て
七
月
な
か
ば
か
ら
新
庁
舎

で
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

合
同
庁
舎
は
、
五
所
川
原
警

察
署
庁
舎
西
隣
り
二
万
一
千
四

百
平
方
1
1の
敷
地
に
、
五
十
一
一

年
六
月
か
ら
総
工
費
十

一
億
八

千
万
円
を
投
じ
て
着
工
し
て
い

た
も
の
で
す
。
 

完
成
し
た
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
 

ゆ
ず
り
あ
い
 

事
故
で
す
。
 

交
通
事
故
全
体
の

死
者
数
は
、
 

昭
和
四
十
五
年
を
ピ

ー
ク
に
減

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
原
動
機

付
き
自
転
車
に
よ
る
死
者
数
だ

け
は
、
毎
年
わ
ず
か
ず

つ
な
が

ら
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
 

原
動
機
付
き
自
転
車
は
、
女

性
も
手
軽

に
乗
れ
る
半
面
、
四

輪
車
と
違
っ
て
全
身
が
常
に
外

部
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
す
と
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招

く
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
 

原
動
機
付
き
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
み
な
さ
ん
、
運
転
に

は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
で
、
 

延
べ
床
面
積
は
約
四
千
五
百
十

七
平
方
屑
。
屋
上
に
は
、
防
災

用
無
線
ァ
ン
テ
ナ
、
身
障
者
が

気
軽
に
入
れ
る
設
備
も
あ
り
ま

す
。
 

新
庁
舎
の
一
階

に
は
、
 
「五

所
川
原
県
税
事
務
所

」
、
 「五

所
川
原
出
納
事
務
所
」
、
二
階

に
は
、
「北
地
方
農
林
事
務
所
」
、
 

「西
北
教
育
事
務
所
」
、
 
「西

北
地
方
福
祉
事
務
所
」
、
三
階

に
は
、
 
五
所
川
原
土
木
事
務
 

毘
沙
門
簡
易
郵

便
 

局
が
新
築
・
移
転
 

移
転
先
は
、
現
在
地
か
ら
 
 

所
 
、
 
五
所
川
原
地
区
農
業

改
良
普
及
事
務
所
」
の
合
わ
せ

て
七
つ
の
出
先
機
関
が
収
容
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

渡
り
廊
下
で
結
ぶ
付
属
棟
に

は
食
堂
や
売
店
、
ま
た
庁
舎
後

ろ
側
に
は
公
用
車
や
重
車
両
を

格
納
す
る
鉄
骨
造
り
の
車
庫
三

棟
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

来
庁
者
の
た
め
に
庁
舎
前
に

は
、
車
二
百
五
十
台
が
収
容
で

き
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
 

県
の
合
同
庁
舎
が

完
成
 

七
つ
の
出
先
機
関
が
業
務

ー
 

郵
便
局
の
ゆ
う
ゆ
う

口
ー
ン
 

貸
付
限
度
額
が
七
〇
万
円
に
 

郵
便
局
の
ゆ
う
ゆ
う

ロ
ー
ン
 
百

H川
ほ
ど
長
富
よ
り
の
市
役
所

は
、
定
額
貯
金
な
ど
を
担
保
と
 
毘
沙

門
支
所
の
隣

り
に
な
り
ま
，
 

す
る
郵
便
貯
金
の
預
金
者
貸
付
 

す
。
局
舎
の
移
転
に
よ
り
、
市

制
度
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
 
役
所
支

所
、
市
農
協
支
所
等
公

額
は
、
担
保
に
な
る
貯
金
額
の
 
共
機
関
が

集
ま
る
こ
と
と
な
り
、
 

九
〇
％
以
内
で
、
さ
る
六
月
一

・
 
地
域
住
民
に
ご

利
用
い
た
だ
け

五
日
か
ら
お

一
人
最
高
七
〇
万
 
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
 

円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

新
局
舎
で

の
業
務
は
、
七
月

貸
付
利
率
は
、
返
済
時
に
お
 
二
士
ニ
日
か

ら
始
め
て
お
り
ま

け
る
定
額
貯
金
の
利
率
プ
ラ
ス
 
す
。
 

〇
・
二
五
％
で
、
貸
付
期
間
は
 

毘
沙
門
簡
易
局
で
は
郵
便
、
 

六
カ
月
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

為
替
貯
金
の
業
務
を
扱
っ
て
お
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

り
ま
す
。
 （

五所
川
原
郵
便
局
）
 

広
報
紙
の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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